
イ

と
あ
る
。

イ
ハ
ナ
ダ
主
キ

岩
滋
瀦
能
品
目
制
杖
の
地
内
で
、
一

都
訴
か
ら
南
万
一
二
粁
を
隔
て
、
杖
川
の
上
統
に
あ

一

る
。
三
段
に
折
れ
、
お
さ
二

O
米

。

一

イ
ハ
ナ
ミ
ガ
ハ

岩
波
川

石
川
抑
附
比

・
大
平

一

仰
山
の
申
か
ら
流
れ
出
で
、
中
戸
の
上
に
て
内
川
と

一

イ
ハ
ブ
チ
ジ
ヨ
ウ

岩
淵
城
能
史
胤
岩
淵
に
在

古
川
合
ふ
。
水
山
田
一
二
粁
品
川
。

一
っ
た
。
越
殺
到
二
一
州
芯
政
組
考
に
、
こ
り
村
り
東
山

イ
ハ
ネ
シ
ヤ

岩

根

枇

能
楽
榔
風
間出
ハ
今
白
峰

一
上
に
在
っ
て
、
今
城
山
と
い
ひ
、
土
山
口
等
の
辿
紋
向

の
内
)
に
あ
る
o
枇
段
は
巨
岩
の
上
に
起
て
ら
れ
、

一
存
す
る
。
館
主
は
徳
凶
志
断
で
あ
る
と
す
る
。

二
大
勝
樹
に
よ
っ
て
訟
は
れ
た
欽
、
最
も
枇
似
で
あ

一

イ
ハ
フ
ネ
ノ
サ
キ

岩
舟
崎
」
ク
ロ
イ
ハ
ジ
マ

る

o
mに
結
加
ニ
隼
及
び
約
型
妓
命
を
祭
耐
と
し
、

一
課
岩
局
。

白
山
の
山
宮
山
町
に
在
る
が
、
古
来
白
山
宮
の
M

副
社
に
も

一

イ
ハ
マ
オ
ン
セ
ン

岩
間
温
泉

i
ヲ
ゾ
ウ
オ
y

米
枇
に
も
蚊
へ
ら
れ
ぬ
。

一
セ
Y

賂
添
出
来
。

イ
ハ
ネ
ジ
ユ
ウ
ゾ
ウ

岩
根
十
歳
越
前
の
牢
人

一

イ
ハ
マ
ヤ

岩
問
屋

金
樽
本
行
寺
の
上
の
蹟
場

で
、
朝
鮮
流
馬
術
の
名
人
と
い
は
れ
、
三
町
の
聞
を

一
を
い
」
。
も
と
本
多
民
下
屋
政
の
内
で
、
そ
の
子
弟

木
版
に
よ
っ
て
七
回
ま
で
莱
り
起
し
た
と
い
」
。
金

一
の
住
所
に
除
て
た
陪
別
で
あ
る
。
後
に
滞
の
用
地
に
な

』一
組
仕
し、

千
五
白
石
道
。
如
〈
、
銅
版
担
額
に
任
じ
、

里
後
隠
居
し
て
休
徳
と
い
ひ
、
間
岡
安
三
年
残
し
た
。

=

イ
ハ
生
ヤ
ス
ノ
プ

岩
田
安
信

通
椛
内
泌
助
。

一
内
白
紙
助
昨
日
弘
の
子
。
州
国
民
十
九
年
前
川
利
治
に
仕
へ

一
た
が
、
元
利
三
年
父
と
山
に
逃
凶
し
、
在
保
二
年
刊

び
山
剛
容
し
て
、
(
火
の
後
を
担
ぐ
に
及
び
千
三
一
白
石
を

期間し
、
御
使
番
・御
町
内
組
胤
に
任
じ
た
。
後
剃
髪
し
て

内
総
妨
と
い
ひ
、
克
文
一元
年
間
担
し
た
。

イ
ハ
ツ
キ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
オ
ン
ハ
カ

包
衝
別
命

御
装

J
ハ
タ
ヒ
ノ
コ
フ

Y

湖
町
の
奇
的
。

イ
ハ
ツ
ボ
ヤ
マ

山右
呼
山

悶
奈
川
治
体
制
帽の
東

方
に
あ
る
山
。
向
さ
凶

Oυ
米
。
山
畑
山
御
一
ニ
紀
M

問。

イ
ハ
デ
山
首
出

河
北
榔
川
ケ
庄
に
印
刷
す
る
部
古
川
。

イ
ハ
デ

岩
出

臥
平
一
端
航
地
の
内
の
小
山守。

イ
ハ
デ
ジ
ヨ
ウ

岩

出

城

河
拍
初
出
口
出
に
在
っ

た
。
貸
出
聞
の
制
部
に
、
こ
の
村
側
山
に
古
城
跡
が
あ

り
、
さ
h
ら
則
・
御
回目
跡
・御
川
内
制
婦
問
守
の
名
を
山
す
る

イ
ハ
モ
ト
イ
へ
キ
ヨ

岩
本
家
清

ユ
キ
カ
タ
庄
即
行
方
。

イ
ハ
モ
ト
ノ
ミ
ヤ

岩
本
宮
能
決
別
岩
本
に
在

っ
て
岩
製
宮
と
も
い
ひ
、
枇
殿
は
御
座
岩
父
は
天
狗

墜
と
都
す
る
岩
石
の
上
に
立
っ
て
ゐ
た
。
白
山
本{包

囲
枇
中
の
一
つ
で
、
白
山
担
に
、
『
岩
本
宮
、
第一一，

王
子
郡
師
秘
説
、
本
地
地
磁
芽
瞬
、
意
述
仙
川
形
。
』
ま

た

『
岩
本
宮
、
貸
出
問
舜
殿
前
蛍
純
一
附
記
師
団
剛
健
水
{
呂
小

枇
-h
多
也
O
』
と
見
え
、
大
永
前
密
に
は
、
『
岩
山
帆
宮
仁

明
天
皇
御
宇
町
駅
詳
元
年
戊
辰
且
日
商
品
F

蛮
鍵
跡
。
』
と

あ
る
。
義
経
記
に
、
『
安
宅
の
渡
を
越
て
制
あ
が
り
の

松
に
者
給
ふ
。
是
は
白
山
権
現
に
ほ
っ
せ
を
手
向
る

健
也
。
い
ざ
や
白
山
を
舜
ん
と
て
岩
本
の
十
一

一開制

舎
に
御
つ
ゃ
あ
り
0
』
と
い
ふ
げ
普
堂
も
、
こ
の
富
に

白
山
の
本
地
仰
を
安
置
し
て
跨
た
も
の
で
あ
ら
う
。

イ
ハ
モ
ト
ノ
ワ
h
F
シ

岩

本
渡

J
ゴ
ザ
イ
ハ

御
座
岩
。

イ
ハ
ヤ

探
句
省
割
引
山柑
裂
は
こ
の
十
援
の
聞
い
た
厨
と
偲
へ

る
。
十
肢
の
官
同
部
に
小
掴
訴
十
郎
が
あ
b
、
薮
十
郎

は
娃
践
凶
年
に
残
し
て
ゐ
る
か
ら
、
凡
そ
そ
の
時
代

を
旋
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ハ
ヰ
パ
パ

岩
根
馬
場

金
仰
の
泊
川
名
。
岩

縦
十
滅
的
山
聞
い
た
調
脂
製
が
も
と
在
っ
た
所
だ
か
ら

そ
の
名
が
あ
る
。
今
岩
桜
町
と
帯
す
る
。

イ
ハ
ネ
マ
チ

岩

夜

町

金
制仰
の
町
名
で
、
明
治

以
後
呼
び
初
め
た
も
の
で
あ
る
。
古
来
此
の
附
近
を

岩
拠
M
必
と
呼
ん
だ
。

イ
ハ
ハ
ラ
h
F
カ
ツ
ラ

岩
胤
孝
賀
大
型
寺
田柑士
。

沼
紛
太
郎
・武
左
衛
門
。
字
は
子
民
。
脱
は
刷
物
山
。

武
左
御
門
午
桁
の
託
子
で
、
経
を
竹
内
川
制
に
鋲
ぴ
、

天
保
十
三
年
滞
引
の
合
川
に
任
ぜ
ら
れ
、
間出
邸
三
年

十
二
月
六
」
i
六
“
悼
を
以
て
残
し
た
。
学
則
持
を
能
く

し
た
と
い
ふ
が
、
家
に
そ
の
痴
を
郎
へ
ぬ
。

イ
ハ
ハ
ラ
ヨ
シ
ノ
リ

山
君
臨
惑
親

泊
椛
五
右
衛

門
。
県
力
の
士
で
あ
る
。
飛
々
磁
の
若
者
。

イ
ハ
プ
キ
ヤ
マ

岩
脇
山

J
ウ
ハ
ポ
ケ
ヤ
マ

う
は
ぼ
け
山
。

イ
ハ
プ
チ

岩
淵

古川。

イ
ハ
モ
ト

町問。 っ
た
。
岩
閲
屋
の
名
は
、
そ
り
地
に
初
め
藩
士
岩
谷

牛
右
衛
門
の
邸
が
あ
ふ
り
、
器
一
告
の
制
が
イ
ハ
マ
ヤ
で

あ
っ
た
か
ら
起
る
と
い
は
れ
る
。
世
間
ず
る
に
イ
ハ
マ

ヤ
は
イ
ハ
ガ
ヤ
の
枇
か
と
も
思
は
れ
る。

イ
ハ
ム
ロ

岩
室

三
宮
古
促
に
、
岩
室
加
賀
仰

師
遊
性
が
元
亨
三
年
十
周
廿
三
日
死
去
し
た
こ
と
を

載
せ
、
白
山
富
斑
雌
講
中
記
録

元
服
二
年
に
岩
室
，

規
弟
侍
従
公
道
春
が
あ
る
。
叉
赤
松
一
舟
興
記
に
は
、

長
級
三
年
十
且
加
賀
宇
凶
へ
赤
松
栄
の
入
部
し
た

時
、
認
柵
間
決
郎
の
技
官
岩
室
が
大
将
と
な
っ
て
得
せ

来
り
合
戦
し
た
と
あ
る
。
是
等
の
岩
室
は
加
賀
の
地

名
か
ら
来
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
今
明
ら
か
で
な

、。

イ
ハ
ヤ
マ
タ
ガ
ハ

岩
屋
俣
川

能
楽
榔
白
山
の

悶
な
る
-ニ
，
的
問
北
方
の
渓
谷
で
、
そ
の
水
仰
谷
川

に
入
。
、
下
椛
午
前
川
に
剥
ぐ
。

イ
バ
ラ
キ
コ
ハ
ヤ
ト

茨
木
小
隼
人
初
名
宗
助
。

貨
は
お
野
隣
太
夫
の
子
で
、
沃
木
川
叫
五
左
術
門
長
好

の
養
子
に
な
っ
た
も
の
。
見
氷
五
年
九
且
六
日
卸
小

姓
に
召
出
さ
れ
、
新
知
三
百
討
を
受
け
た
が
、
九
年

三
且
江
戸
に
於
い
て
、
御
小
姓
柳
川
M
M

三
郎

・
大
総

伊
織
・
苅
木
主
腕
・
古
田
山
山
左
門
容
と
口
論
の
こ
と
が
あ

り
、
金
糊
に
召
治
さ
れ
て
縫
父
に
御
預
と
な
り
、
十

年
知
行
を
召
政
さ
れ
た
。

イ
バ
ラ
キ
ス
ケ
Z

モ
ン

茨
木
助
右
衛
門
父
は

資
際
綜
助
で
前
凶
利
家
に
仕

へ
た
。
助
右
衛
門
初
め

て
氏
を
茨
木
と
改
め
、
亦
利
家
に
臣

mし
て
保
二
百

石
を
受
け
、
大
坂
百
円
役
に
一
一
，
丸
腕
下
で
員
一
つ
を

獲
、
元
利
三
年
波
し
た
。
そ
の
子
孫
別
々
械
に
仕
へ

た。
イ
バ
ラ
キ
チ
ョ
ウ

能
労
州
州
戦
裕
郷
に
回
す
る
忽

岩
屋

鹿
島
郡
能
菅
島
庄
の
哲
邑
名
。

五
七

茨
木
町

金
抑
仰
の
同
名
。
務

』

Y
ヨ
ウ
ダ

岩

本

能

楽
部
山
上
郷
に
臨
す
る
部

天
正
十
七
年
九
用
十
三
日
附
前
田
利
家
の
崎
之
内
岩
」
一

居
村
に
奥
へ
た
皆
桝
献
が
あ
る
。

イ
ハ
ヤ
ノ
シ
ミ
ヅ

岩
屋
ノ
清
水
山
出
品
加
際
慌

の
川
田
制
中
よ
り
摘
出
す
る
消
泉
で
あ
る
。
糊
口
三
附

併
、
そ
の
内
邸
は
和
服
い
。
水
の
深
さ
尺
に
泊
ぎ
ぬ

が
、
浪
々
と
し
て
時
聞
き
ぬ
。
古
来
七
賂
桝
の
名
目
且
を

御
し
た
の
は
、

一
に
こ
の
水
を
以
て
似
し
た
鎚
で
あ

る
と
い
は
れ
る
。
能
菅
名
跡
芯
に
、『
結
屈
の
水
と
て

冷
水
あ
り
。
制
の
内
に
水
坪
あ
り
て
、
開
山
口
敏
一
自
制

の
活
盤
以
外
多
の
民
家
汲
む
と
い
へ
共
、
紛
の
水
悼

の
か
わ
〈
駅
な
し
。
不
思
総
の
鑓
水
也
。
共
制
の
有

さ
ま
、
松
山
の
風
情
、
下
行
水
の
川
き
耶
風
対
た
ぐ

ひ
な
き
所
也
。
一

山
向
指
に
て
、
桐
の
拠
深
き
と
見
え

て
、
似
と
一
苫
」
魚
ぬ
し
と
て
多
く
あ
り
。
』
と
記
す

る。


